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村
議
会
議
員
候
補
者
噂
の
人
々

　
　
出
で
よ
手
腕
家
重
要
間
題
山
積
の
村
行
政

匹
月
三
日
よ
り
村
議
会
議
員
選

挙
候
補
者
の
届
禺
受
付
開
始
、

定
員
廿
二
名
の
と
こ
ろ
現
在
世

名
の
候
補
者
が
あ
る
よ
う
だ
、
’

先
づ
総
元
締
の
松
代
よ
り
ひ
み

つ
て
み
よ
・
り

部
落
有
志
の
公
認
推
薦
よ
り
の

形
式
に
よ
り
左
の
六
名
が
名
乗

り
を
あ
げ
た
、

宮
沢
正
臣
氏
（
新
）
上
町
と
い

う
咽
つ
の
大
舞
台
を
背
に
又
職

域
柄
、
他
部
落
よ
り
も
札
の
獲
得

塾
且
ざ
し
て
活
躍
せ
ん
と
上
町

有
志
の
後
援
あ
つ
て
準
備
．
中
だ

が
楽
観
は
許
さ
れ
な
い

関
谷
政
一
郎
氏
（
現
）
関
谷
議

長
死
亡
の
後
任
と
し
て
議
長
を

つ
と
め
，
激
育
委
員
長
之
し
で

手
マ
メ
足
マ
メ
つ
ぐ
し
て
功
霜

偉
大
な
惹
も
の
、
メ
イ
ド
の
土

．
産
と
し
て
今
一
期
と
望
ん
で
お

り
前
回
の
檬
な
得
票
は
む
づ
か

b
い
が
然
ル
当
選
確
実
と
見
ら

れ
よ
う

，
柳
寛
一
氏
（
新
）
冊
年
の
会
融

生
活
を
や
め
家
に
在
つ
て
族
舘

の
主
人
．
將
來
村
長
と
村
の
希

望
す
る
処
な
れ
ど
も
先
づ
村
議

と
ル
て
逡
り
氏
の
手
腕
を
期
待

し
て
止
ま
ぬ
が
当
選
絶
対
確
実

、
樋
口
義
春
氏
（
新
〉
，
前
回
に
惜

し
ぐ
も
敗
戦
、
そ
の
当
時
よ
力

次
期
を
ね
ら
づ
て
居
た
や
今
回

の
改
選
に
あ
た
り
逸
早
く
名
乗

り
を
あ
げ
樋
口
一
家
一
丸
と
ね

が
な
か
な
か
稼
い
で
く
れ
た
議

員
で
あ
σ
た
、
再
出
馬
に
対
し

奮
斗
さ
れ
る
ご
と
で
あ
ろ
う
が

楽
観
は
許
さ
れ
な
い
組
で
あ
る

〔
小
荒
戸
〕

・
富
沢
和
吉
氏
（
現
）
小
部
落
な

れ
ど
も
部
落
一
丸
と
な
り
再
び

当
選
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
．

〔
太
、
李
〕

富
沢
詠
氏
（
新
）
小
蔀
落
｝
丸

と
な
つ
て
も
困
難
の
ご
と
と
推

察
す
る
が
他
山
り
柑
当
の
札
を

稼
ぐ
も
の
と
．
思
わ
れ
る
．

〔
菅
　
刈
〕

関
谷
義
雄
氏
（
現
）
八
千
人
の

お
台
所
を
唱
え
口
八
丁
の
手
腕

家
、
全
国
区
を
相
手
に
そ
の
活

躍
は
席
の
あ
た
た
ま
る
暇
の
な

い
こ
と
と
思
う
・

柳
喜
三
次
氏
（
現
）
一
部
落
よ

り
二
名
の
議
員
を
出
し
た
有
名

溶
部
落
、
油
断
大
敵

〔
田
「
，
沢
〕

色
々
の
下
馬
評
が
飛
ん
．
で
い
る

が
高
橋
清
麿
氏
（
現
y
か
市
川

博
吉
氏
（
新
）
か
、
両
者
を
め
ぐ

つ
て
と
り
賓
り
の
う
わ
さ
が
あ

る
が
結
局
は
高
橋
氏
に
落
ち
つ

く
の
で
は
な
い
か
と
、
お
か
目

八
自
の
評
が
あ
各

〔
小
屋
丸
〕
。

　
市
川
勝
義
氏
（
新
）
郡
肚
会
党

の
重
鎭
と
の
肩
書
を
持
つ
氏
と

　
柳
広
『
氏
（
新
）
両
者
二
名
の

混
戦
ら
し
い
、
僅
か
廿
戸
の
小

　
　
．
9
て
推
し
、
臼
池
有
志
も
加
え
配

　
　
戦
の
陣
を
し
ざ
当
選
を
め
ざ
し

　
　
て
活
躍
さ
れ
る
事
で
あ
ろ
う

　
　
市
川
利
太
郎
氏
（
新
）
隠
れ
た

　
　
逡
り
氏
の
旨
八
丁
ぶ
り
を
、
み
た

　
　
い
当
選
を
め
ざ
し
て
積
極
的
に

　
　
、
蓮
動
を
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う

　
　
　
富
沢
恭
松
氏
（
現
）
年
が
若
い

ンエで
．
號

り
　
ロ4
、
る
手
腕
家
で
あ
り
一
度
村
政
に

，
第

部
落
な
る
が
故
に
そ
の
苦
心
の

程
も
察
せ
ら
れ
る

〔
池
の
畑
〕

市
川
文
次
郎
氏
（
現
）
土
木
委

員
長
と
し
て
働
い
て
く
れ
た
手

腕
家
、
再
出
馬
で
小
屋
丸
と
の

対
立
で
こ
れ
も
苦
戦
組

．
〔
下
　
山
〕

宮
沢
亮
一
氏
（
現
）
連
盟
咽
人

〔
犬
伏
〕
　
　
、
　
，
一

柳
正
武
氏
（
新
）
小
島
隆
藏
（
塑

）
前
回
三
．
天
の
議
員
を
逡
つ

た
部
落
先
づ
岡
人
共
当
選
確
実

〔
孟
　
地
〕

柳
藤
重
氏
（
新
）
前
回
は
苧
島

へ
と
協
定
出
來
て
レ
る
所
な
る

が
今
回
は
氏
の
ま
じ
め
な
る
人

格
を
め
ぐ
つ
て
当
選
は
確
た
る

も
の
と
み
ら
れ
る

〔
片
桐
山
〕

山
岸
武
保
低
一
竃
）
滝
沢
蔀
落

と
交
互
協
定
の
、
所
枚
ま
づ
当
選

さ
れ
る
こ
と
確
な
り
と
思
わ
れ

る
が
前
同
の
滝
沢
の
落
選
の
例

も
あ
る
事
、
ま
づ
．
爾
部
落
一
丸

と
な
る
よ
う
望
み
た
い
．

〔
中
　
子
〕

齊
木
誠
一
郎
氏
（
新
y
僅
か
十

戸
の
小
部
落
、
他
何
れ
に
喰
い

込
む
か
相
当
の
苦
戦
は
展
開
さ

れ
る
も
・
の
屑
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
篭

粛
六
　
村
山
友
英
　
浩
月
清

瓢
岸
秀
治
、

｝第．
七
　
柳
達
太
郎
　
若
月
．
正
近

　
小
島
角
一
郎

薦
八
、
山
岸
義
政
　
佐
藤
常
雄

　
齊
木
利
栄

第
九
　
小
堺
栄
一
　
関
谷
耕
作

　
室
岡
軍
牛

第
十
　
宮
沢
清
宮
沢
倉
治

　
宮
沢
三
二
郎

も
な
ズ
宮
沢
家
一
族
の
有
名
な
ー

る
部
落
な
る
が
故
に
絶
対
支
持

安
楽
組
の
帽
人

〔
千
r
年
〕

三
人
、
四
人
と
と
り
ど
り
の
う

わ
さ
琶
生
ん
だ
部
落
、

島
田
幾
次
郎
氏
（
前
）
佐
藤
徳

太
郎
氏
（
新
）
若
月
勝
義
氏
（
新
）

三
人
入
り
乱
れ
て
の
競
争
、
そ

の
内
幕
は
一
寸
判
断
で
き
か
ね

る
猷
態
、
微
妙
な
る
動
き
は
相

当
の
見
物
と
思
わ
れ
る

〔
池
　
尻
〕
．

関
谷
菊
治
氏
（
新
）
前
回
は
千

年
に
譲
噸
李
穏
な
じ
℃
部
落
な

れ
ど
も
今
回
は
逸
早
く
出
馬
を

確
定
舎
そ
の
当
落
は
楽
観
禁
物

〔
蓬
、
李
∀

若
井
幸
吉
氏
（
新
〉
大
部
落
に

」
人
ま
づ
当
選
確
実
と
見
ぢ
れ

る
が
他
よ
り
も
相
当
喰
い
込
み

も
あ
る
［
こ
と
と
予
想
さ
れ
る
、

他
に
小
堺
関
右
衛
門
氏
と
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ロ

．

評
あ
る
が
確
実
な
動
き
は
な
い

ら
し
い

〔
会
沢
〕

．
万
羽
茂
作
氏
（
新
）
小
野
島
啓

太
郎
，
氏
（
新
）
前
者
か
後
者
か

ま
だ
判
明
し
な
い
由
、
両
人
の

立
候
補
せ
ば
ま
づ
苦
戦
組

〔
清
・
水
〕
　
　
　
　
－

　
秋
山
利
作
氏
（
現
）
秋
山
幾
蔵

　
氏
（
新
）
他
敵
も
余
り
侵
出
せ

〔
桐
　
山
〕
　
　
　
・

学
校
間
題
が
波
乱
に
で
区
長
二

表
部
落
、
村
議
候
補
ど
こ
6
で

　
　
　
ヤ

ま
い
両
人
共
楽
々
当
選
は
確
実

投
票
所
を
増
設

　
　
　
池
尻
と
下
山
に

四
月
三
日
の
選
挙
の
告
示
を
初

め
と
し
て
村
選
管
委
会
で
は
こ

れ
が
執
行
の
万
全
を
期
す
た
め

四
月
｝
日
委
員
会
を
開
会
左
の

日
程
に
暴
い
て
各
々
審
議
し
た

日
投
票
管
理
者
及
び
代
理
者
の

　
選
任
に
つ
い
て
　
　
　
　
，
含

第
｝
投
票
所
・
　
松
代
公
民
舘

　
松
代
千
年
太
李
小
荒
戸
田
浪

　
菅
刈
・
管
理
者
，
　
柳
幡
藏

・
代
理
者
　
　
　
鈴
木
　
芳
李

第
二
〃
　
　
　
　
蓬
李
分
校

，
蓬
李
，
．
管
理
者
　
小
堺
長
李

代
理
者
　
　
　
若
井
金
八

第
三
〃
清
水
小
学
校
會
沢
清
水

　
秋
山
咽
策
小
野
島
力
三
郎

、
若
月
千
代
治
　
石
沢
弁
次
郎

第
七
〃
　
　
修
沢
小
学
校
』

，
．
犬
伏
孟
地
中
序
苧
島
．

第
鍛
拶
鯉
縫
山

　
荒
瀬
佐
藤
勇
李
佐
藤
兼
太
郎

第
九
〃
池
尻
派
出
所
　
池
尻
．

｝
室
岡
友
太
郎
　
小
堺
二
郎
次

第十声。．

下
山
分
校
　
下
山

　
宮
沢
甚
吉
、
宮
沢
一
太
郎

⇔
開
票
管
理
者
及
代
理
者
の
選

　
任
に
つ
帆
て

・
開
票
管
理
・
者
　
柳
　
幡
．
藏

　
〃
・
代
理
者

鈴
木
一
・
芳
平

日
選
挙
長
及
代
理
者
選
任

　
選
挙
長
・
，
柳
幡
藏
鈴
木
芳
李

投
票
立
会
人
は
左
の
通
り
『
■
噺

第
祠
投
票
所
樋
口
広
吉
．
関

　
谷
キ
ン
』
関
谷
清
栄

第
二
　
若
井
忠
三
　
若
井
博
彌

　
小
堺
寿
太
郎

第
四
〃
　
桐
山
分
校
桐
山

　
小
山
菊
次
郎
　
寺
崎
峰
吉

第
五
〃
小
屋
丸
分
校

　
小
屋
丸
　
池
の
畑

　
市
川
一
郎
市
川
源
作
，

第
六
〃
海
老
分
校
海
老
東
山
第 第一第
五ノ四次三

小
野
廃
カ
ネ

、
片
桐
良
夫

小
山
鉄
楽

寺
崎
峰
吉

山
賀
馬
藏

・
市
川
清
次
．

　
万
朋
虎

寺
崎
キ
ク

柳
茂
雄

昭
和
二
十
六
年
度

松
代
高
稜
入
試
合
格
者

　　　中松
　　　学代
岩市鈴中柳
下川木村
　　　，欽
太延正公
郎雄利一一

以
上
の
通
り
で
あ
る
が
こ
れ
は

村
長
（
四
月
冊
日
）
．
村
議
会
議
員
・

（
四
月
廿
三
日
）
の
両
選
挙
執
行

に
も
就
任
す
る
巻
の
で
あ
る

・
選
撃
蓮
動
費
用

四
月
執
行
さ
礼
，
る
村
長
村
議
会

議
員
選
挙
逞
動
費
用
制
限
額
は

候
補
者
蘭
人
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ

次
の
通
り
（
公
選
法
充
四
ソ
一
、
5

議
会
議
員
｝
般
選
挙
二
七
〇
〇

円
村
長
選
挙
哨
一
，
七
〇
〇
円

本
郡
の
ト
ツ
ブ

．
村
消
防
團
の

　
，
竿
頭
綬
を
授
與
さ
る

先
般
縣
よ
り
表
彰
旗
を
授
与
さ

れ
た
村
浩
防
団
ば
此
度
更
に
そ

の
優
良
成
績
を
認
め
ら
れ
て
竿

頭
綬
を
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
更
に
団
長
永
年
勤
続
と
し
て

現
団
長
柳
貞
輔
氏
も
表
彰
の
栄

に
浴
し
四
月
十
一
H
こ
の
栄
の

表
彰
式
参
列
の
た
め
に
柳
団
長

村
消
防
係
鈴
木
賢
市
氏
の
両
名

が
柏
崎
に
出
張
す
る
こ
と
に
な

つ
て
’
い
る

人
と
い
う
よ
う
な
松
代
村
の
代

は
な
い
　
他
の
喰
物
に
さ
る
所

〔
海
　
老
〕

石
沢
昌
美
氏
（
新
）
農
協
の
養

蚕
技
術
員
を
辞
し
て
出
馬
、
札

が
鯨
つ
て
他
に
譲
つ
て
や
つ
て

も
よ
い
豪
語
す
る
だ
け
安
楽
組
ゆハハ　ほゆロ　ロハ　　ほぬハ

防波堤の補強を急嫉

　
国
民
の
四
割
以

■
上
を
占
め
る
農
村

に
お
金
が
日
本
銀

行
発
行
高
の
齢
一
．

．
五
割
レ
か
な
い
（

十
二
月
現
在
y
と

先
日
の
ラ
ジ
オ
で

報
じ
て
い
る
。
、
十

一
．
一
月
と
い
え
ば
農

村
に
｝
番
お
金
の

あ
る
時
期
の
筈
だ

が
、
か
つ
て
札
の

尺
観
が
あ
つ
た
と

か
な
か
つ
た
と
か

い
わ
れ
た
時
代
を

思
う
と
夢
の
よ
う

な
気
が
す
る
。

　
元
来
安
定
し
た

肚
会
の
経
済
は
清
費
肚
会
が
中

心
と
な
ゐ
こ
と
は
定
読
で
あ
ろ

う
が
そ
れ
に
し
て
・
も
、
昭
和
初
期

の
農
村
恐
慌
を
体
験
し
て
來
た

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
調
査
が
事
実

と
す
れ
ば
背
筋
が
ゾ
ッ
遇
す
蒼

思
い
で
あ
る
ー

，
二
十
五
年
度
の
所
得
税
の
確

定
申
告
で
当
地
．
方
の
農
家
の
大

部
分
が
納
税
圏
外
で
あ
る
こ
と

を
農
家
自
体
が
驚
い
た
程
で
あ
．

る
が
，
こ
の
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
な

る
ほ
ど
と
肯
け
る
点
が
あ
惹
。

明
治
の
近
代
肚
会
建
設
も
そ
う

で
あ
つ
た
通
り
肚
会
的
資
本
蓄

積
の
最
初
の
段
階
で
は
ど
う
し

て
も
絶
対
的
な
土
地
及
び
こ
れ

に
附
随
す
る
原
始
産
業
が
そ
の

建
設
の
根
底
に
な
ゐ
の
で
其
の

期
間
は
こ
れ
等
産
業
の
国
家
的

負
担
が
重
く
な
る
こ
と
は
当
然

乏
云
え
よ
う
。
農
村
の
戦
後
復

興
に
堪
え
得
た
期
澗
が
大
体
昨

年
迄
だ
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
要
ず
る
に
農
村
及
ぴ
農
家

は
昨
年
迄
に
，
す
つ
か
り
・
ン
ボ
リ

上
げ
ら
れ
る
と
共
に
国
民
と
し

て
の
，
李
均
水
準
よ
り
沈
ん
だ
か

あ
る
い
は
爲
政
者
が
沈
む
こ
と

を
知
つ
て
李
均
水
準
線
附
近
に

農
家
を
維
持
す
る
爲
に
税
法
の

サ
ジ
加
減
を
し
た
の
か
の
何
れ

か
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も

余
り
ほ
め
た
事
で
は
な
い
。
兎

に
角
農
村
は
ジ
リ
貧
斌
態
に
あ

る
こ
と
は
事
実
の
様
だ
も
し
講

中
村
隆
“
郎

高
橋
伊
勢
松

若
月
忠
爽
郎

柳
、
｝
．
柴

■
．
島
田
国
夷

関
谷
、
・
晃
哨

繭
島
　
利
二

｛呂

沢
響
一
か
ズ

関
谷
　
八
郎

若
井
恒
栄

西
潟
　
正
日

関
谷
貞
一
郎

鈴
木
太
」
郎

笠
，
原
清

室
岡
　
順
咽

若
井
浩
李

縮
島
，
友
喜

関
谷
　
庄
李

、

五
＋
嵐
貞
子

市
川
ユ
キ
ノ

小
堺
　
恭
子

富
沢
賢
太
郎

鈴
木
　
マ
サ

柳
　
和
　
子

市
川
愛
子

エ棚
　
　
、
ζ
　
イ

大
宮
　
九
美

鈴
木
勤

関
谷
千
鶴
子

・
市
川
　
チ
ィ

志
賀
　
千
里

関
谷
　
民
江

　
　
高
橋
　
政
栄

　
　
高
橋
春
夫

　
　
高
　
橋
彰

　
　
．
関
　
谷
　
栄

　
　
富
沢
　
忠
吉

　
．
齊
木
フ
ジ
ノ

　
　
市
，
川
　
進

　
　
富
沢
　
達
司

　
　
中
村
マ
サ
子

　
　
五
十
嵐
宣
雄

　
　
室
岡
四
一
郎

　
　
西
片
’
徳
重

　
　
石
口
．
，
秀
雄

　
　
柳
　
克
　
治

松
中
．
杉
田
篤
子

清
水
万
羽
ヒ
デ

分
校
片
桐
幸
夫

　
・
金
井
　
ノ
リ

　
　
小
山
　
チ
ョ

　
　
寺
崎
良
孝

　
　
寺
崎
　
敬
｝

　
　
秋
山
宏

松
中
小
島
■
光
江

伊
沢
柳
勢
津
子

分
校
小
島
　
ク
ニ
『

　
　
山
岸
、
釜
夫

　
　
山
本
～
慶
一

　
　
柳
」
義
艦
忠

　
　
柳
　
信
　
雄

　
　
柳
　
清
四
郎

　
　
小
島
　
昌
芳

　
　
、
石
沢
眞
次

山
李
小
堺
鴇
サ
エ

・
中
学
池
田
ッ
ヂ
子

　
～
　
高
橋
美
三
郎

　
　
ド
小
堺
撃
則
男

　
　
　
小
堺
　
武
美

　
　
井
上

　
　
佐
藤

　
　
高
橋

　
　
倉

　
　
山
岸

　
　
丸
町

　
　
小
堺
、
・

奴
奈
佐
藤

川
中
関
谷

学　
　
米

　
　
関
谷

　
　
佐
藤
・

　
　
馨

　
　
村
山

　
　
山
岸

浦
田
佐
藤

　
　
南
雲

　
　
南
、

　
　
丸
田

　
　
持
’

齊
木
新
剛
郎

墨
久
保
田
文
治

　
　
　
　
雲

　
　
本
山
美
千
明

　
　
久
保
田
稻
雄

　
　
田
辺
　
茂
雄
．

　
　
，
竹
内
，
清

　
　
本
山
，
・
恭
子
・

　
　
久
保
田
悦
子
，

　
　
佐
藤
園
子

　
　
高
沢
　
サ
．
・
ダ

　
　
南
雲
「
勝
二

千
年
関
谷
八
＋
八

山
李
町
帰
巖

松
中
柳
講
吉

桐
谷
寺
崎
シ
ズ
子

中
学

　
　
く
順
序
不
同
）

一’雲「由門－－7　’甲『新　持　・’鵯　石　＿
定，旗文健和1朋芳公一達、厚辰ヰ恵誠　俊兀正
一敦輔．治｝子子：男男郎治博権夫治一司勇剛芳美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯
，

　
乏
に
角
■
農
協
は
農
家
に
と
つ
印

て
は
防
波
堤
で
あ
り
ア
混
の
巣
一

で
あ
る
、
積
極
的
に
利
用
し
積
・

極
的
に
盤
協
の
増
彊
を
全
組
食
［

■
員
が
眞
剣
に
考
え
る
．
べ
・
器
・
時
で

な
か
ろ
う
か
。

　
私
は
蝕
に
事
業
や
経
営
酋
容

　
を
論
じ
よ
う
と
は
思
わ
な
い
が

　
時
と
揚
合
に
よ
つ
て
ば
総
花
的

事
業
を
一
郷
し
て
主
力
を
あ
る

　
一
点
に
急
角
度
に
傾
斜
す
る
手

　
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
等

　
は
全
組
合
員
と
わ
れ
わ
れ
ρ
代

表
に
経
営
や
事
業
に
た
づ
さ
わ

　
る
実
際
経
験
者
が
三
位
．
一
．
体
と

　
な
つ
て
探
し
出
す
べ
き
こ
と
と

　
愚
う
Q

　
’

　
所
で
農
村
を
代
表
す
る
團
体

は
農
業
協
同
組
合
以
外
に
な
い

農
協
こ
そ
実
、
に
農
村
の
防
波
堤

菟　
終
戦
直
後
農
業
会
を
解
体
し

新
し
い
防
波
堤
を
築
い
，
耽
筈
で

あ
る
が
、
拍
防
波
堤
を
模
造
し
’

た
所
が
多
く
過
去
五
ケ
年
間
の

荒
波
に
既
に
破
損
箇
所
が
目
立

ち
全
国
的
に
農
協
が
防
波
堤
と

し
て
あ
や
ぶ
ま
れ
て
來
て
い
る

や
が
て
講
和
に
ょ
っ
て
世
界
φ

豪
華
船
が
農
村
に
も
横
付
け
さ

れ
よ
う
と
し
ぞ
い
ゐ
コ

　
今
ご
れ
こ
の
．
防
波
堤
の
補
強

改
築
の
念
を
告
げ
る
時
は
他
に

な
い
と
思
め
れ
る
。

　
，
帥
ち
農
村
の
資
本
蓄
積
は
協

同
組
合
に
よ
つ
て
行
わ
れ
、
農

村
の
再
生
産
投
資
の
大
部
分
を

協
同
組
合
が
中
心
乏
な
り
、
．
生

産
コ
ス
ト
の
引
下
げ
生
産
物
の

帝
場
獲
得
等
又
組
合
を
通
じ
て
、

行
わ
れ
る
と
共
に
農
協
を
中
心

と
し
て
労
働
雇
傭
及
び
労
力
調

節
を
如
何
に
な
す
べ
き
か
セ
深

ぐ
深
究
し
具
現
す
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
。

組
合
と
は
設
備
及
び
事
業
を
百

％
利
用
し
て
始
ぬ
、
で
そ
の
眞
価

を
得
る
脇
の
で
あ
る
る
と
を
特

、
に
強
調
し
た
い
。
こ
の
点
が
他

0
会
肚
や
株
式
組
織
と
異
る
特

異
点
で
あ
り
、
出
資
は
常
に
利

用
に
よ
つ
て
の
み
償
還
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

経
済
の
前
に
を
の
零
細
な
姿
を

晒
し
た
場
合
の
こ
と
を
思
う
と

前
途
実
に
多
難
と
云
う
べ
き
だ

　
か
つ
て
農
村
が
「
尺
祝
」
の
好

景
気
に
あ
つ
た
頃
今
日
の
欺
態

を
念
頭
に
む
て
生
産
資
本
を
蓄

積
し
よ
り
高
き
再
生
産
の
た
め

に
計
画
的
に
投
資
を
行
づ
た
村

F
あ
つ
た
ろ
う
か
、
又
個
人
で

和
が
結
ば
れ
日
添
農
業
略
世
界
酸
楷
に
到
つ
て
居
り
融
会
酌
対

象
は
農
村
と
云
う
団
体
で
な
け

褒
な
享
寿
莱
違
済

荊
況
の
波
を
農
朴
自
ら
が
守
ら

ね
ば
な
ち
な
い
で
あ
ろ
う
？
か

つ
て
農
家
が
悩
み
苦
．
し
ん
だ
供

出
制
度
が
今
で
は
農
家
を
守
る

ハ

雇
剛
の
ト
リ
デ
と
．
化
し
て
い
る

一
あ
ま
り
ヒ
も
皮
肉
な
現
象
で
は

｝
　
》
、

な
い
カ
・
こ
れ
す
ら
今
は
心
ぎ

雛
総
紳
講
鱒
畢
謙
噸
個
雛

何
人
あ
つ
た
ろ
う
か
。
事
此
処

猷
－
位
、
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い

は
到
つ
て
は
「
農
家
」
と
云
う
家
｝
る
み
じ
め
な
地
位
に
置
く
こ
》

一
ら
農
村
や
農
民
を
瀬
踏
み
さ
れ

ヂ
㎜
に
な
る
で
の
ろ
う
9

　
　
蓼
暫
夷
藝
博
韮
～

峻
噂
レ
藝
’
聾
・
6
書
曳
・
填
重
い
雪
壽
，
幽
2
，
，
『
戸
一
■
レ
　
、
　
，
亀
、
』
U
煙
翼
，
‘
　
，
・
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タ
ト

調
■

　診
チ
ン
き
き
・
蓼
“
§
多
わ

舞
幽
劇
稜
倒
謀
ー
魁

　
第
二
回
松
之
山
　
鳶
め
数
室
に
と
じ
こ
も
つ
て
い

　
ス
キ
ー
大
会
初
出
膓
　
た
生
徒
は
雄
大
な
春
山
で
春
陽

去
畜
三
月
十
、
斗
『
日
、
松
之
山
を
浴
び
、
遠
く
妙
山
口
璽
八
海
の

ス
†
連
盟
主
催
第
噂
面
章
山
々
を
眺
め
な
が
ら
百
中
た

i
大
会
が
松
之
山
凌
雲
閣
前
の
の
し
く
す
ご
し
た

広
場
で
行
わ
蔓
％
当
校
か
ら
　
第
四
回
卒
業
式
學
行

選
手
六
名
が
参
加
、
初
出
場
で
去
る
三
月
二
十
五
日
松
代
中
学

練
習
も
不
充
分
で
あ
つ
た
が
国
較
第
四
回
卒
業
式
を
挙
行
、
卒

体
参
加
選
手
の
中
に
混
つ
て
堂
業
生
百
八
十
名
に
そ
れ
ぞ
れ
卒

々
と
た
た
か
ρ
た
　
　
　
　
　
業
証
覚
ヲ
ゼ
投
与
、
義
務
教
育
九

成
績
は
次
の
様
で
あ
つ
た
　
　
　
〃
年
の
課
鞘
サ
ピ
終
丁
え
た
卒
業
生

新
復
合
前
牛
（
滑
降
）
入
賞
　
　
は
各
々
就
職
に
進
学
に
希
望
を

　
　
　
三
年
生
　
笠
　
原
　
濃
胸
に
抱
き
佳
み
な
れ
た
学
舎
を

ラ
ッ
プ
タ
イ
ム
賞
　
　
　
　
　
後
に
巣
立
つ
た
9
就
職
及
び
進

　
　
　
　
　
　
　
解
　
P
k
π
P

　
　
　
　
　
　
　
拶
9
ノ
良
学
朕
況
は
次
の
通
り

大
松
山
ヘ
ス
キ
ー
行
軍
　
▲
家
庭
に
入
右
者
男
乳
九
女
三

去
る
三
月
十
日
松
中
三
百
五
十
六
▲
定
時
制
高
校
男
三
九
女
一

名
の
全
校
生
徒
は
松
之
山
大
松
八
▲
全
日
制
高
校
男
｝
女
二
▲

山
ス
ロ
ー
プ
に
ス
キ
ー
行
軍
を
紡
績
工
揚
女
制
九
▲
染
色
工
場

行
つ
弛
る
長
い
冬
の
間
吹
雪
の
女
咽
▲
通
信
関
係
男
｝
▲
事
務

旧
正
月
も
絡
り
あ
と
剛
ヵ
月
㊤

乞
訳
で
す
が
私
共
農
鑑

事
は
毎
年
同
じ
こ
と
を
く
り
返

し
て
い
る
様
な
気
が
し
て
な
り

ま
せ
ん
o
進
歩
が
遅
い
と
云
わ

れ
る
山
間
地
農
業
に
も
年
一
年

と
い
く
ら
か
の
新
鮮
味
が
ほ
し

い
も
の
で
す
ヵ
以
下
わ
が
村
の

本
年
度
の
課
題
と
し
て
是
非
聖

上
げ
て
い
た
誉
た
い
…
の
一

慕
柄
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

す
有
　
　
　
　
　
…

　
9
興
農
蓮
動
に
作
う
食
糧
9

　
　
増
産

緊
迫
化
せ
る
農
家
経
済
を
生
産

増
加
に
よ
り
綬
和
す
る
目
的
を

以
て
食
糧
塘
産
興
農
蓮
動
な
る

も
の
が
提
唱
ざ
れ
そ
の
一
環
と

し
て
昭
和
廿
六
年
産
米
の
一
割

増
産
が
叫
ば
れ
そ
の
運
動
要
項

と
じ
て
十
｝
項
目
が
あ
げ
ら
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

て
い
ま
す
が
そ
の
中
本
村
と
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
と
り
上
げ
る
べ
き
占
獅
は
、

員
男
｝
▲
大
工
男
一
▲
職
業
補

琿
所
男
一
▲
家
事
見
習
女
唄

τ
』
の
日
賞
を
う
け
た
者

冨
学
課
優
良
脚
界
ビ
受
け
た
者

一

計三二一学
　年年年年

七二二二
七三九五男

五二：』二一一

九一〇八女

三四四四、
六四九三計

②
進
歩
賞
を
受
け
た
者

計三二一
　年年年

八二三三

輌＆嶋・嘲幽一繭
　　嶺一●　■麟一剛幽／￥＿“哺

⑧
閣
力
年
皆
勤
し
た
者

　
剛
年
二
六
一
三

　
二
年
　
三
一
　
二
七

　
三
年
　
＝
　
　
一
四

，
計
　
　
五
八
　
七
；

④
三
力
年
皆
勤
者

　
三
年
　
　
六
　
二

⑤
功
労
牒
塁
ぜ
受
け
た
者

生
徒
長
と
し
て
小

学
校
新
聞
推
進

四六四
一
四

；二四五
6五八七

｝
七

　
　
堺
勉

大
坂
屋
広
子

野
球
に
活
躍
　
　
野
球
チ
ー
ム

生
徒
長
科
学
研
究
山
岸
，
釜
夫

科
学
研
究
　
　
　
孟
地
科
学
班

災
害
復
旧
に
努
力
万
羽
　
ヒ
デ

　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
ヨ
シ

　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
チ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
金
井
．
ノ
リ

お
前
百
ま
で

わ
し
や
九
十
九
ま
て

松
代
敬
老
会

来
る
四
月
八
日
午
前
十
時
開
会

光
風
婦
人
会
主
催
で
小
学
校
で

松
代
在
佳
七
十
才
以
上
の
長
寿

者
を
睨
う
事
に
な
つ
ヘ
リ
ク

レ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
風
表
鉱
節

古
代
寺
、
忠
心
藏
三
段
目
㌦
浪

曲
、
踊
、
俗
曲
、
等
盛
沢
山
旨

樹
該
当
者
の
み
で
な
く
、
一
般

者
の
参
加
も
観
迎
す
る
た
め
目

下
準
備
中
で
あ
る

車
路

自
ε
，

そ
三
六
万
台
あ
り
隊
す
o
之
を

」
台
当
力
人
口
に
割
り
当
て
る

と
全
国
で
は
二
三
五
人
に
一
台

本
縣
で
は
五
唄
四
人
忙
周
台
米

国
で
は
二
、
七
人
に
一
台
、
之
ば

文
化
の
程
度
を
表
す
標
示
計
の

様
な
も
の
で
本
縣
は
非
常
に
文

化
が
逞
れ
て
い
る
事
に
な
り
ま

す
o
昭
和
廿
五
年
度
の
自
動
車

を
通
す
爲
の
道
路
予
算
を
見
る

と
先
づ
本
縣
分
を
国
費
共
合
計

し
ま
す
と
二
億
三
千
五
百
四
十

万
で
本
縣
の
自
動
車
台
数
四
七

八
四
台
で
李
均
自
動
車
周
台
当

　
　
　
娠
ノ
3
》
《
u
ず
萎
》
、
、

様
で
な
い
が
苗
令
は
五
i
六
令

が
適
誉
磐
麓
禦
｛

虫
の
被
害
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ぢ
な
い
が
全
般
的
に
早
蒔
に
と

ボ
早
植
が
奇
穿
房
免

こ
　
　
　
　
　
　
㎜

一
蒲
手
し
回
数
も
少
く
と
も
三
国

は
確
保
し
止
草
は
出
穂
前
廿
亜

日
迄
に
絡
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
o
㍉
，
．

　
1
6

臨
灘
講
講
勤

の
泰
斗
近
藤
万
憎
千
五
百
円
で
あ
り
ま
す
。

工
学
士
の
発
又
此
予
算
を
人
ロ
一
人
当
り
に

表
で
実
に
面
割
当
て
ま
す
と
本
縣
は
一
三
九

白
い
と
思
う
円
、
全
国
は
一
三
四
、
二
〇
円
で

か
ら
皆
さ
ん
あ
り
ま
す
。
輔
台
当
り
の
方
は

に
お
傳
え
す
本
縣
に
自
動
車
が
少
い
か
ら
高

る
。
　
　
　
額
に
な
り
人
口
輔
人
当
り
は
梢

日
本
の
自
動
々
全
国
並
で
あ
り
ま
す
。
紳
奈

車
の
数
は
凡
川
縣
は
贈
人
当
り
二
五
七
円
で

　
　
　
　
　
如
何
に
道
路
費
を
多
ぐ
使
つ
て

　
　
　
　
　
あ
る
か
伺
わ
れ
る
一
台
当
り
の

　
　
　
　
　
方
で
は
熊
本
縣
は
六
万
四
千
七

　
　
　
　
　
百
円
と
な
つ
て
居
り
ま
す
、
又

　
　
　
　
　
方
面
を
変
え
て
云
い
ま
す
≧
自

　
　
　
　
　
動
車
輔
台
購
入
費
八
十
万
円
と

　
　
　
　
　
し
ま
す
。
日
本
全
国
の
自
動
車

　
　
　
　
　
の
寿
命
は
八
年
位
で
す
か
ら
現

　
　
　
　
　
在
は
約
四
〇
万
台
で
す
か
ら
之

　
　
　
　
　
に
掛
け
合
せ
ま
す
と
三
二
億
万

　
　
　
　
　
両
に
な
り
年
々
四
億
円
づ
つ
自

　
　
　
　
　
動
車
を
補
給
す
る
こ
と
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
ま
す
o

　
　
　
　
　
錺
車
の
春
蓬
は
時
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
地
力
の
維
持
塘
進

ノ

年
　
　
　
、
　
脚

3
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

認
目
費
料
油
金
費
費
他
テ
理

嚇
件
滑
醒
叩
の
ヤ

　
　
　
　
　
　
浩
　
　
イ

　
費
人
燃
潤
税
車
備
其
タ
修

マス1台1KM当り運行費一で計差5．44）

金額百分率道路完備後の節約金額
12円91　28・1％　　百分率60％　　7円55
12　22　　　　27㌧7　　　　　　　　　　　　　70　　　　・8　55

　930　　12』1　　　　　　100　　　930
　1　85　　　　　3●6　　　　　　　　　　　　100　　　　　　1　58

　2　71　　　　　6●1　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　1。36

　0　23　　　　　5●0　　　　　　　　　　　　　100　　　　　　0　23

　2　16　　　　4●9　　　　　　　　　　　　　80　　　　　1　63

ブ554　 12し5　　　　　　 60　　 332
　5　84　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65　　　　　　4　80

44．16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　38　32

、
般
六
八
粁
高
級
道
路
で
は
七
六

　
粁
本
縣
は
約
二
五
粁
本
郡
二
〇

　
粁
以
内
で
あ
り
ま
す
。
自
動
車

　
の
最
も
経
済
速
度
は
其
の
自
動

　
車
の
計
画
速
度
で
大
概
は
六
〇

　
粁
か
ら
五
〇
粁
で
あ
り
ま
す
o

，
こ
れ
よ
り
早
く
又
は
遅
い
の
は

　
不
経
済
で
あ
り
ま
す
。
今
仮
り

　
に
道
路
が
修
理
叉
は
改
修
さ
れ

　
て
経
済
速
度
に
走
れ
る
と
し
ま

　
す
と
費
用
節
約
前
表
一
粁
当
り

　
の
概
算
で
五
、
四
四
円
で
之
を

　
輔
日
、
一
ヵ
月
、
輔
年
と
略
計
し

　
全
国
の
台
数
を
乗
ず
れ
ば
大
変

　
な
節
約
に
な
り
ま
す
。
こ
伽
は

　
直
接
自
動
車
だ
妙
の
数
を
挙
げ

　
ま
し
た
が
自
動
車
が
こ
れ
だ
け

　
の
能
率
を
挙
げ
る
と
四
囲
の
影

　
響
も
甚
だ
大
き
い
の
で
あ
り
ま

　
す
。
文
化
は
道
路
か
ら
と
切
実

　
に
感
じ
ま
す
。
次
に
自
動
車
と

　
鉄
道
の
比
較
も
数
字
を
以
て
例

　
を
挙
げ
る
事
は
暑
し
ま
す
が
西

　
紀
｝
九
三
剛
年
か
ら
｝
九
四
八

　
年
迄
の
例
を
探
り
ま
す
と
鉄
道

ト昌一
肖、

楡
邊
料
の
逓
減
は
遅
々
た
る
も

の
で
あ
り
ま
す
が
自
動
車
料
金

は
こ
れ
に
比
し
急
速
に
安
く
な

つ
て
居
り
或
る
処
に
依
つ
て
は

鉄
道
よ
り
下
廻
つ
て
居
り
ま
す

こ
れ
は
要
す
る
に
鉄
道
よ
り
自

動
車
の
進
歩
が
早
い
事
ゼ
表
し

て
居
り
ま
す
o
つ
い
で
に
機
械

化
に
つ
い
て
申
上
げ
ま
す
が
最

近
軽
易
な
労
働
も
機
械
化
を
利

用
す
る
こ
と
が
非
常
に
進
歩
し

つ
つ
あ
り
ま
す
、
本
縣
で
は
修

路
工
手
の
不
用
が
叫
ぱ
れ
て
居

り
ま
す
。
こ
れ
は
高
速
度
の
修

理
機
械
が
現
地
に
赴
き
噸
日
三

百
人
分
も
作
業
し
て
帰
る
輿
情

よ
り
推
し
て
積
雪
除
雪
等
は
割

合
簡
単
に
片
付
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
叉
中
央
よ
り
の
行
政

事
務
再
配
分
に
つ
い
て
の
勧
告
r

案
に
よ
れ
ば
市
町
村
は
有
力
な

活
動
力
を
必
要
と
し
ま
す
か
ら

皆
檬
も
大
い
に
関
心
を
以
つ
て

頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
o
・

（
砂
防
事
務
所
長
広
川
甲
午
郎
）

よ
る
苗
腐
敗
病
防
除
の
た
め
に

落
種
子
消
毒
は
是
非
実
行
願
い

た
い
。
こ
の
方
法
は
大
体
お
わ

万
り
と
思
わ
れ
る
が
不
可
解
の

汚
に
は
後
程
機
会
を
み
て
お
傳

…
え
す
る
事
と
す
る
。

　
米
は
他
作
物
に
比
べ
そ
の
生

産
が
地
力
に
依
存
す
る
面
が
多
㎜

く
、
生
産
量
の
七
割
迄
が
地
麦

に
左
右
さ
れ
る
と
云
わ
れ
て
い

る
の
で
家
畜
増
殖
に
よ
る
厩
肥

の
利
用
と
堆
肥
の
増
産
に
よ
り

地
力
の
壇
産
を
図
る
と
と
も
に

土
性
の
改
良
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
刃
そ
の
爲
に
は
家
畜
の

導
入
が
先
決
問
題
で
あ
ろ
う
。

②
優
良
品
種
の
更
新

　
檜
産
の
た
め
に
は
品
種
の
選

択
が
最
も
大
切
で
昨
年
の
稻
熱

病
の
発
生
も
品
種
に
よ
り
そ
の

被
害
の
差
が
大
き
か
つ
た
か
ら

本
年
度
の
種
下
し
に
は
こ
の
点

御
留
意
下
さ
い
。

③
撰
種
及
種
子
消
毒
の
励
行

　
同
噺
品
種
で
も
種
籾
の
選
別

如
何
で
発
芽
生
育
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
か
ら
塩
水
選
等
に
よ

り
蓋
巖
格
に
し
稻
熱
獲
「

胡
廓
葉
枯
病
㍉
馬
鹿
苗
病
の
予
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

防
の
た
め
に
又
春
先
の
低
溢
に
｝

④
健
苗
の
育
成

　
苗
孚
作
の
諺
の
如
く
増
産
の

第
一
歩
は
何
と
い
つ
て
も
健
苗

の
育
成
で
あ
る
。
そ
の
爲
に
は

薄
蒔
（
普
通
苗
代
で
は
二
合
内

外
、
保
温
折
衷
苗
代
で
は
幅
合

内
外
が
適
当
と
思
わ
れ
る
）
と

し
保
温
折
衷
苗
代
に
よ
る
が
よ

い
。
昨
年
は
苗
代
時
期
の
天
候

に
恵
ま
れ
た
た
め
保
温
折
衷
苗

代
と
普
通
苗
代
の
差
が
判
然
と

せ
す
術
一
部
に
は
最
初
の
試
み

の
た
め
稻
熱
病
や
メ
イ
虫
の
被

害
を
う
け
た
人
も
あ
つ
た
が
育

苗
技
術
と
し
て
最
も
優
れ
た
こ

の
方
法
を
勇
敢
に
且
積
腿
的
に

取
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。
術
昨

年
の
経
験
に
鑑
み
て
改
正
す
べ

き
点
に
つ
い
て
は
次
号
に
掲
碇

す
る
予
定
で
め
る
。
次
に
蕾
代

期
に
於
る
肥
料
の
閥
題
は
前
号

で
流
焔
べ
た
如
く
士
一
塘
企
糸
の
…
配
今

に
は
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る

⑤
水
稻
の
秋
落
防
止

僑
作
と
募
の
讐
響
る

悪
の
で
な
い
」
と
い
う
諺
は
秋

　
饗
鰹
灘

｝年
こ
そ
は
と
思
わ
れ
た
作
柄
も

｝

｝秋に
な
る
と
さ
程
で
な
い
の
が

恒
例
に
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
が
こ
れ
が
学
理
的
な
原
因

一
ぼ
次
回
に
護
る
と
し
て
｝
般
的

す
対
策
と
し
て
は
春
先
の
客
土

｝と施
用
肥
料
の
種
類
の
選
択
が

重
要
事
項
で
あ
る
。
毎
年
秋
落

を
す
る
田
圃
の
肥
料
に
は
硫
安

や
過
燐
酸
石
友
及
ぴ
硫
酸
加
里

等
の
硫
酸
を
含
む
肥
料
は
成
可

ぐ
使
わ
の
様
に
し
こ
れ
に
替
る

べ
き
石
次
窒
素
尿
素
ト
ー
マ
ス

燐
肥
熔
成
燐
肥
塩
化
加
里
を
使

う
よ
う
に
し
た
い
。
伺
こ
の
よ

う
な
所
に
は
多
肥
性
の
品
種
（

新
五
号
等
）
は
差
控
え
る
と
共

τ
肥
料
も
何
回
か
に
分
施
す
る

一
・『
必
要
が
あ
る
。

⑥
適
期
田
植
と
除
草
回
数
確
保

　
折
角
健
蕾
を
育
成
し
て
も
田

一
　
　
亀
二

械
の
時
期
を
加
撃
Q
と
そ
の
効
墨

∵
義
磐
豊
か
ら
適
瑚
菟
｝

記
め
ゾ
、
作
業
を
収
り
進
め
植
付

浸
喜
5
薮
は
讐
…

早
中
晩
蕉
育
ω
状
況
に
よ
り
一
，
皿

⑦
肥
料
の
合
理
的
施
用
　
。

■
肥
料
の
使
い
方
に
つ
い
て
は

前
号
で
概
暑
述
べ
て
お
き
ま
し

た
の
で
御
参
照
願
い
た
い
が
最

近
配
合
肥
料
画
出
廻
つ
て
い
る

　
　
　
ノ

か
ら
肥
料
配
合
が
や
か
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
る
方
は
配
合
肥
料

を
使
わ
れ
れ
ば
安
全
ど
思
わ
れ

る
。
特
に
燐
酸
加
里
肥
料
の
俘

わ
な
い
窒
素
偏
重
主
義
は
嚴
に

戒
む
べ
き
で
あ
る
。
・

⑧
病
害
虫
防
除

　
年
々
病
害
虫
に
よ
る
被
害
麩

牧
穫
高
の
一
割
以
上
と
い
わ
拠

昨
年
の
被
害
も
甚
大
で
あ
つ
た

が
こ
の
苦
い
経
験
を
生
か
し
∫

被
省
ゼ
最
少
限
度
に
喰
い
止
甦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

る
と
が
何
よ
り
大
切
で
そ
の
爲
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
予
防
に
よ
つ
て
未
然
に
防
一

ぐ
事
と
万
「
発
生
の
揚
合
は
早

期
発
見
に
努
め
共
同
で
防
除
に

雪
6
こ
と
が
最
も
効
果
が
挙
り

百
労
力
薬
剤
の
面
か
ら
も
経
済

阪
で
あ
る
叉
現
在
の
状
況
で
は

噴
霧
器
の
台
数
が
少
な
く
中
に

は
全
然
な
い
部
落
も
あ
る
の
で

防
除
器
具
の
整
備
が
先
決
問
題

で
あ
る
か
ら
部
落
単
位
若
し
く

は
隣
組
単
位
で
噴
霧
器
を
設
備

す
る
よ
う
に
し
て
適
ら
び
た
い

以
上
簡
単
に
本
年
度
増
産
の
た

め
の
必
行
事
項
と
も
云
う
べ
き

事
柄
に
つ
い
て
申
し
述
べ
た
次

第
で
こ
の
外
に
も
色
々
大
切
な

事
項
も
あ
り
伺
今
迄
に
述
べ
た

う
ち
で
も
読
明
の
足
り
な
い
所

も
あ
り
ま
す
が
細
↑
技
術
的
の

面
は
今
後
に
譲
る
こ
と
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　

⇔
家
畜
の
増
殖

家
畜
が
農
業
経
営
と
密
接
な
関

係
が
あ
り
生
産
を
昂
め
る
に
は

ど
う
し
て
も
家
畜
を
取
り
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ご
と
は
今

更
申
し
上
げ
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
が
．
剛
方
私
共
農
家
の
経
済

面
か
ら
も
畜
産
牧
入
は
米
に
次

ぐ
農
家
牧
入
で
あ
る
か
ら
今
後

谷
々
家
畜
を
殖
し
土
地
を
肥
や

す
と
共
に
農
家
の
懐
も
こ
や
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

①
仔
牛
の
生
産

　
自
分
の
村
に
縣
営
の
人
工
授

精
所
が
あ
り
乍
ら
今
の
と
こ
ろ

村
内
飼
育
牝
牛
の
四
割
に
満
た

な
い
種
付
率
で
は
心
細
い
。
牛

を
飼
つ
て
い
な
が
ら
一
年
中
に

使
う
の
は
田
掻
き
だ
け
で
後
は

厩
の
蓋
に
し
て
お
く
の
は
誠
に

勿
体
な
い
話
だ
か
ら
、
牝
牛
を

飼
育
さ
れ
る
方
は
今
年
か
ら
全

部
種
付
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
し
肥
育
技
術
の
あ
る
方
は
こ

の
面
に
尚
一
暦
力
を
入
れ
る
べ

き
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

②
豚
　
松
代
村
で
剛
番
豚
の
頭
数
が

ふ
え
た
時
は
昭
和
十
四
年
の
百

四
十
輔
頭
で
現
在
は
そ
の
約
三

分
の
輔
で
あ
る
－
。
昨
年
秋
か
ら

養
豚
熱
も
非
常
に
昂
り
つ
つ
あ

る
が
今
後
も
こ
れ
が
増
殖
に
努

め
以
前
の
最
高
頭
数
を
凌
駕
す

る
迄
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

③
山
砦
『
緬
羊

　
山
羊
緬
羊
は
誰
に
も
多
易
二

飼
育
で
き
る
家
畜
で
乳
用
山
羊
㎜

の
晶
質
の
よ
い
も
の
を
縣
内
五

か
ら
多
数
申
込
が
あ
る
か
ら
企

後
購
入
さ
れ
る
揚
合
は
っ
と
砲

　
　
　
　
　
β

て
品
質
の
よ
い
も
の
を
選
ぷ
べ

き
で
あ
る
。
本
年
度
当
村
山
羊

組
合
の
事
業
と
し
て
優
良
種
牝

山
羊
の
共
同
購
入
が
計
画
さ
れ

て
い
る
様
だ
か
ら
希
望
者
は
山

羊
組
合
へ
申
込
ま
れ
た
ら
よ
い

緬
羊
も
昨
年
春
は
債
格
が
暴
落

し
た
が
共
の
後
漸
時
持
ち
直
し

て
來
て
い
る
し
最
近
の
繊
維
類

の
騰
貴
に
依
り
そ
の
需
要
度
は

釜
々
ふ
え
る
こ
と
で
し
よ
う
o

④
鶏
　
本
村
に
も
昨
秋
村
単
位
の
養

鶏
組
合
が
設
立
さ
れ
飼
育
法
の

改
善
卵
の
共
同
出
荷
が
活
漫
に

行
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
こ
の

些
細
な
鶏
卵
が
畜
産
牧
入
の
王

座
を
占
め
養
蚕
牧
入
に
近
い
額

に
上
つ
で
い
る
こ
と
は
全
く
驚

か
さ
れ
る
事
実
で
す
が
更
に
閣

戸
当
り
二
ー
三
朋
ふ
や
し
飼
育

法
を
改
善
す
れ
ば
現
在
の
養
鶏

牧
入
の
二
倍
に
す
る
乙
も
決
し

て
む
つ
か
し
い
事
で
は
な
い
の

で
す
が
ら
資
本
の
比
較
的
少
く

て
済
み
随
時
現
金
牧
入
の
あ
る

鶏
は
全
戸
で
飼
育
し
ま
し
よ
う

術
生
産
さ
れ
た
卵
は
其
の
場
限

り
の
高
値
に
惑
わ
さ
れ
ず
全
村

挙
つ
て
の
共
同
出
荷
態
勢
に
移

す
芝
が
今
后
農
村
の
行
き
方
と

し
で
最
も
大
切
な
事
で
す
o

⑤
兎
　
今
年
は
兎
年
で
す
。
そ
の
せ

い
で
も
あ
る
ま
い
が
最
近
兎
毛

皮
の
需
要
が
大
変
多
く
な
つ
て

来
た
よ
う
で
す
。
小
動
物
で
金

高
は
上
ら
な
い
が
子
供
で
も
飼

え
る
の
だ
か
ら
せ
い
ぜ
い
兎
に

も
力
を
入
れ
ぞ
海
外
需
要
に
応

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z

　
最
後
に
最
近
の
糸
ヘ
ン
景
気

は
大
し
た
も
の
で
今
の
よ
う
な

価
格
が
何
時
迄
続
く
か
分
ら
な

い
が
こ
こ
暫
く
は
養
蚕
が
大
変

有
利
と
思
わ
れ
る
か
ら
荒
廃
桑

園
も
手
入
れ
を
よ
く
し
て
松
代

村
の
桑
葉
は
残
ら
す
利
用
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

農
家
経
営
は
愈
々
深
刻
化
す
る

で
あ
ろ
う
が
徒
に
都
市
周
辺
の

農
家
の
や
り
方
を
ま
ね
る
ε
で

な
し
に
私
共
に
与
え
ら
れ
た
宿

命
的
と
奄
云
う
べ
き
四
囲
の
立

地
條
件
を
最
高
度
に
活
用
す
る

こ
と
が
今
后
に
残
さ
れ
た
課
題

で
あ
る
か
ら
お
五
に
研
究
し
合

つ
て
吾
が
村
の
生
産
を
ぐ
ん
ぐ

ん
の
ば
す
べ
く
努
力
致
し
ま
じ

よ
㍉
　
　
　
　
　
　
以
上


